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中央公民館解体始まる

住民説明会前に搬出ルート
東側通路に変更！

定例会
９月会議

解
体
等
工
事
請
負
契
約
議
案
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

審
査
。
各
委
員
か
ら
は
、
約
９
０
０
０
ト
ン
に
及
ぶ
廃
材
搬
出
経
路
─
南

門
経
由
─
に
つ
い
て
危
惧
す
る
意
見
が
続
出
、
沿
線
住
宅
へ
の
騒
音
・
振

動
影
響
へ
の
対
策
な
ど
ル
ー
ト
の
変
更
を
含
む
意
見
が
出
た
が
、
技
術
的
・

経
費
的
に
こ
の
ル
ー
ト
し
か
な
い
、
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

委
員
会
は
住
民
へ
の
丁
寧
で
充
分
な
説
明
を
求
め
た
。

本
会
議
で
は
反
対
・
賛
成
討
論
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

中
央
公
民
館
解
体
等
工
事
請
負
契
約

８月
特別会議

令和３年定例会８月特別会議を８月20日に開き、工事請負契約の締結について審議し、可決
しました。
９月会議は９月３日に開会、令和２年度決算、人事案件、条例改正と、令和３年度補正予算
などの町長提案があり、議員からの意見書提案がありました。いずれも慎重審議のうえすべて
可決となりました。また、一般質問に８人が登壇し、町政の課題について質問しました。

議会での意見を踏まえ、庁舎南側住宅地通過に沿線住民から懸念
の声もあり、搬出路は郵便局横の東側通路へ変更。

委員会で指摘された検証の不充分さが露呈する結果に。

■ 中央公民館解体等工事
契約金額　１億5169万円
契約業者　堀井・石豊特定建設工事共同企業体
工　　期　令和３年８月23日〜令和４年３月31日

１億5169万円

Ｑ　共同企業体になったのは。
Ａ　一定の業者にも機会が与えられることも大事で、町内業

者育成にも良い。
Ｑ　搬出経路はなぜ住宅が多い南側に。
Ａ　西側は建物敷地との段差があり、工法・費用面で難しい。

東側は通路が狭い、また正面は来庁者などの安全面に問
題がある。

Ｑ　昨年のアスベスト除却工事の際、アスベストはもうない、
と言っていたが。

Ａ　配管部材に含有物があった、説明不十分であった。
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補正予算

防災用資機材整備
災害時対応で、感染症陽性者隔離用
テントや多目的台を購入し各避難所に配置
・発熱者やプライバシー用テント30張
・多目的台６台
担当：総務課

136
万円

令和３年度補正予算
区　分 補正額 補正後の額

一般会計（４号） 2億5891万円 81億  723万円

特
別
会
計

国民健康保険
〈事業勘定〉（第２号） 801万円 18億7621万円

三郷山財産区（第２号） 11万円 2096万円
介護保険（第１号） 5612万円 15億7142万円

後期高齢者医療（第１号） 1339万円 2億8449万円

企
業
会
計

水道事業
（第１号）

収益的収入 290万円 6億3044万円
収益的支出 552万円 6億3795万円
資本的支出 ▲3万円 2億7620万円

下水道事業
（第１号）

収益的収入 ※　0万円 7億9878万円
収益的支出 ▲263万円 7億7176万円
資本的支出 302万円 3億6384万円

［万円未満四捨五入（▲＝減額）］
※万円未満のため、表記なし

任期満了に伴い、任命（選任）するこ
とに同意しました。

◆教育委員会教育長

内田　智子 氏（再任）
　任期は３年です。

◆教育委員会委員
豊田　美幸 氏（再任）
　任期は４年です。

◆固定資産評価審査委員会委員
藤村　剛史 氏（再任）
　任期は３年です。

◆三郷山財産区管理委員
小西　義清 氏（再任）
北村　　治 氏（再任）
坂部　英一 氏（新任）
木原　茂雄 氏（再任）
𠮷川　義春 氏（再任）
中田　將則 氏（再任）
大西　孝司 氏（再任）
　任期は４年です。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
一
部

改
正

◆
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
設
置
、
管
理
及

び
処
分
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

◆
町
税
条
例
一
部
改
正

◆
手
数
料
徴
収
条
例
一
部
改
正

◆
町
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
一
部
改
正

※
詳
細
は
４・
５
ペ
ー
ジ
へ

妊産婦支援事業
妊産婦の健診の通院を支援する
タクシー利用助成金
・上限3,000円／日×10日
担当：子育て支援課

203
万円
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休会中の事務調査　７月28日

Q

Q

A

A

何
が
変
わ
る
の
か
。

こ
の
改
正
は
、
地
方
税
務
手
続
関

係
書
類
全
般
の
押
印
義
務
な
ど
の

見
直
し
を
実
施
す
る
中
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
へ
の
審
査
申

出
書
へ
の
押
印
を
廃
止
し
、
審
査

申
出
人
の
負
担
の
軽
減
や
利
便
性

の
向
上
を
図
る
。

具
体
的
な
説
明
を
。

国
の
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の

地
方
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
も
、
基
金
へ
の
積
立
を
可
能
と

し
、
地
方
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
寄
附
活
用
事
業
」
に
要
す
る
経

費
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
改
正
す
る
。

提
案
理
由
は
。

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
＊
）の
延

長
な
ど
を
定
め
る
た
め
改
正
す
る
。

町
税
条
例
一
部
改
正

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
設
置
、
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

QA

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
一
部
改
正
総務事業
常任委員会
REPORT

避難所及び備蓄品

押
印×

総務事業常任委員会は、去る７月28日に御牧小学校体育館において避難所設営と備蓄品について調査した。

■避難所開設の流れ
１ 災害対策本部職員招集

・気象警報発表で、災害発生が予想されるとき
・震度４以上の地震が発生したとき

２ 地区・救護班招集
・災害対策本部が「警戒レベル３」以上の避難

情報発令の可能性を判断した場合、避難所開
設担当である地区・救護班員に開設指示

３ 避難所開設
・班員は避難所開設BOXを持ち各担当避難所

へ（避難所：職員３名、内１名は保健師）
４ 避難情報・避難所開設情報の発令・公表

・避難所開設の準備が完了したタイミングで避
難情報を発令、避難所開設情報を公表

■警戒レベルの改正
令和３年５月20日から、政府は住民への呼びか

けを分かりやすくするため、「警戒レベル」を改
正した。

９月会議では、総
務事業常任委員会
（林吉一委員長）に
３議案が付託され、
審査しました。
議案の内容につい
て報告します。

＊
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
と

は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
一
般
用
医
薬

品
）
の
購
入
に
つ
き
、
一
定
額
（
年

１
万
２
千
円
）
を
超
え
た
額
が
税
控

除
の
対
象
に
な
る

新避難時の行動基準（内閣府）
■備蓄品の確認

御牧小学校体育館で、防災マットや簡易ベッド
などの配置と備蓄物資の保管状況を確認。

従来は役場のみが自主避難場所であったが、コ
ロナ感染が懸念される中、３小学校も臨時的に自
主避難場所となっている。
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休会中の事務調査　７月29日

QQQ

Q

AAA

A

こ
れ
ま
で
と
ど
う
変
わ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
再
交
付
手
数
料
８
０
０
円
は
、

い
っ
た
ん
町
の
歳
入
と
し
て
受
け

取
っ
た
後
、
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構（
Ｊ
─

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）に

納
入
し
て
い
た
。

法
改
正
後
、
再
交
付
手
数
料
は
直

接
（
Ｊ
─

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）が
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
徴
収
事
務
を

市
町
村
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
。

担
当
窓
口
業
務
も
変
わ
る
の
か
。

窓
口
業
務
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ

ま
で
と
同
じ
事
務
量
。

こ
の
間
の
再
発
行
状
況
は
。

年
間
で
６
件
程
度
で
あ
る
。

町
立
み
ま
き
こ
ど
も
園
分
園
機
能

を
本
園
に
移
行
す
る
た
め
の
条
例

の
改
正
で
あ
る
。

条
例
改
正
施
行
ま
で
の
間
、
本
園

の
園
児
が
分
園
で
保
育
・
教
育
を

し
て
い
る
が
、
支
障
は
な
い
の
か
。

条
例
改
正
の
施
行
（
来
年
４
月
１

日
）
ま
で
は
本
園
と
分
園
と
し
て

運
営
し
て
い
る
た
め
支
障
は
な
い
。

町
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例

一
部
改
正

手
数
料
徴
収
条
例
一
部
改
正

民生教育
常任委員会
REPORT

放置産業廃棄物
民生教育常任委員会は、去る７月29日に田井新荒見地内に放置されている産業廃棄物の調査をした。

■大量の産廃ごみが放置
田井新荒見地内に産業廃棄物を放置している業

者は、以前より町内３カ所にごみを放置し、トラ
ブルとなっていた。

その都度、行政や関係者にかけ合いながら問題
の解決にあたってきたが、最後に残ったこの地域
では、最近になって業者が操業している様子もな
く、大量の産廃が放置された状態である。

■府の改善命令は出たが
ここ数年、当該事業者の真摯な対応が示されな

いことに苦慮されていた地元自治会や議員は、町
など関係機関に改善を求めてきた。

昨年12月、京都府より改善命令が出されたが、
撤去は少量であった。

■委員会から町に「要望書」提出
今回の調査は、近隣住民からの請願によるとこ

ろが大きい。請願内容には若干の不備があり、請
願として採択できなかった。

委員会では、「田井新荒見地内における産業廃
棄物（堆積物）の早期全量撤去を求める要望書」
を町長に提出することを決定し、８月11日に提出
した。

■府と連携し定期的点検を実施中
８月25日、町は、産業廃棄物早期全量撤去実現

のための行為者への指導強化を含めた「令和３年
度京都府への要望書」を提出した。

現在、町環境保全課は山城北保健所と連携し、
定期的に当該地の産廃量の点検をおこなっている。
早期解決には、「代執行」もあるが、真摯な対応
に欠ける業者への税金投入には、十分な検討が必
要である。

９月会議では、民
生教育常任委員会
（巽悦子委員長）に
２議案が付託され、
審査しました。
主な質疑を報告し
ます。

増改築中のみまきこども園
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コロナ禍の令和２年度決算

中学校外壁タイル
修繕完了

久御山中学校の外壁タイルの一部がはく離し、
修繕工事を繰り返してきました。はく離が発生し
た校舎の施工業者との間で工事責任をめぐり、今
も係争中です。

６ 年 連 続 黒 字 だ が
９月会議において、令和２年度一般会計など７会計が、全議員で審査する予算決算常任委員会（岩

田芳一委員長）に付託され、現地視察を含め、延べ６日間にわたる審査をおこないました。
一般会計は６年連続の黒字となりましたが、使い道の自由度を示す数値は低く、依然として『財

政の硬直化』と呼ばれる状況が続いています。
委員会採決では全ての会計を認定すべきものと決し、９月会議最終日に委員長から報告があり、

採決の結果、いずれの会計も認定となりました。
９月21日の決算総括審査での主な質疑を報告します。

令和２年度会計決算 （▲＝不足額）

区　分 歳入総額 歳出総額 差引額
一般会計 98億3612万円 94億9739万円 3億3873万円

特別会計

国民健康保険 19億1661万円 19億  460万円 1201万円
三郷山財産区 1782万円 1751万円 31万円

介護保険 14億5260万円 13億9712万円 5548万円
後期高齢者医療 2億8467万円 2億7123万円 1344万円

水道事業会計
収益的収支 6億3330万円 5億9297万円 4033万円
資本的収支 1億2233万円 2億8594万円 ▲1億6361万円

下水道事業会計
収益的収支 8億  338万円 7億1026万円 9312万円
資本的収支 1億6480万円 3億5561万円 ▲1億9081万円

＊万円未満四捨五入

予算決算
常任委員会
REPORT
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QQ

Q

Q

A

AA

A

コ
ロ
ナ
禍
の
町
税
収
入
、
減
収
が

見
込
ま
れ
る
が
令
和
２
年
度
以
降

の
状
況
に
つ
い
て
予
測
と
対
策
は
。

令
和
２
年
度
、
個
人
町
民
税
は
増
、

法
人
町
民
税
は
減
だ
が
、
あ
る
企

業
の
固
定
資
産
税
の
増
に
よ
っ
て

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

新
市
街
地
整
備
の
効
果
に
よ
っ
て

中
長
期
的
な
税
収
を
見
込
む
。
そ

の
税
収
に
よ
っ
て
住
民
生
活
や
福

祉
の
向
上
へ
の
好
循
環
と
な
れ
ば

と
考
え
る
。
施
策
の
優
先
順
位
、

国
や
府
の
補
助
金
・
交
付
金
な
ど

も
調
査
し
、
計
画
的
、
安
定
的
に

財
源
を
確
保
し
た
い
。

本
町
に
お
い
て
も
多
数
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
で
て
い
る
。

在
宅
で
の
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
へ
の
対
応
は
。
医
師
や

看
護
師
の
派
遣
は
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

始
ま
る
が
、
社
会
教
育
・
住
民
福

祉
・
防
災
拠
点
な
ど
の
コ
ン
テ
ン

ツ
が
盛
り
込
ま
れ
る
と
説
明
を
受

け
て
い
る
。
複
数
の
部
局
に
ま
た

が
る
プ
ラ
ン
だ
が
、
部
局
間
連
携

が
必
要
で
は
な
い
か
。

災
害
拠
点
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

消
防
本
部
と
の
共
同
化
は
で
き
な

い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
各
部
局

横
断
的
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
今
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
っ
て
い
る
。
第
７
次
行
政

令
和
２
年
度
決
算
に
は
工
事
発
注

後
の
増
額
に
よ
る
契
約
変
更
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
増
額
契
約
変

更
の
妥
当
性
は
誰
が
判
断
し
て
い

る
の
か
。

ま
た
、
各
所
管
に
は
専
門
技
師
が

い
な
い
が
、
建
築
専
門
の
部
署
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

工
事
発
注
に
つ
い
て
は
、
現
地
を

調
査
し
、
設
計
・
積
算
を
適
正
に

お
こ
な
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

技
術
職
員
間
で
相
談
・
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
強
化
し
、
適
正
に
工
事
発

注
し
て
い
る
。
１
０
０
万
円
以
上

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
町
長
・
副

町
長
を
最
終
責
任
者
と
し
、
事
業

建
設
部
担
当
部
長
、
上
下
水
道
課

長
も
技
術
者
に
し
て
い
る
。
高
額

工
事
に
つ
い
て
は
、
設
計
を
供
覧

し
、
し
っ
か
り
調
査
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。

部
署
の
活
性
化
と
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
技
術
職
採
用
の
応
募
が
少
な

改
革
、
関
係
部
局
と
の
調
整
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
消
防
庁
舎
と
の

共
同
化
は
考
え
て
い
な
い
。

い
中
、
適
材
適
所
の
職
員
配
置
を

お
こ
な
っ
て
き
た
。

町
で
は
「
人
材
育
成
実
施
計
画
」

を
定
め
て
お
り
、
技
術
職
の
専
門

性
が
求
め
ら
れ
る
場
合
は
、
京
都

府
町
村
会
な
ど
の
要
望
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
京
都
技
術
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
進
め
て
い

る
。

物
資
や
消
毒
液
な
ど
は
京
都
府
が

陽
性
者
に
届
け
る
制
度
が
あ
る
。

陽
性
者
が
多
い
時
は
、
そ
れ
が
間

に
合
わ
な
い
時
も
あ
り
、
町
と
し

て
何
が
で
き
る
か
考
え
る
。
医
師

や
看
護
師
の
派
遣
は
、
山
城
北
保

健
所
が
宇
治
久
世
医
師
会
に
働
き

か
け
、
連
携
し
て
い
る
。
本
人
が

希
望
し
主
治
医
が
可
能
な
場
合
は
、

医
師
や
看
護
の
往
診
や
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
、
電
話
診
療
な
ど
が
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

主
な
質
疑

予算決算常任委員会は議長、委員長を除く委員で採決

コ
ロ
ナ
禍
の
町
税
収
入

新
型
コ
ロ
ナ

陽
性
者
へ
の
支
援
は

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

建
設
始
動

請
負
工
事
契
約
の
変
更
、

専
門
技
師
の
配
置
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８月特別会議・９月会議　全議案の採決結果

■全員賛成で可決・承認等をした議案

地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
地
方
財
政
は
、

か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
、
全
員

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

１　

地
方
一
般
財
源
総
額
は
、
他
の
地

方
歳
出
に
し
わ
寄
せ
が
な
い
よ
う
、

十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

２　

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
重
要

な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
す
見
直
し
は
行
わ
な
い
こ
と
。

３　

土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
額
の
負
担
調
整
措
置
は
、
令
和

３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

４　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
更
な
る
延

長
は
行
わ
な
い
こ
と
。

５　

炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
地
方

に
税
源
配
分
す
る
こ
と
。

提
出
者　

松
本　

義
裕

全
文
は

こ
ち
ら

人事

教育委員会教育長の任命同意

教育委員会委員の任命同意

固定資産評価審査委員会委員の選任同意

三郷山財産区管理委員の選任同意

条例
固定資産評価審査委員会条例一部改正

町税条例一部改正

２年度 
決算

三郷山財産区特別会計

下水道事業会計

意見書 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書

３年度
補正予算

一般会計（第４号）
国民健康保険特別会計（事業勘定）（第２号）
三郷山財産区特別会計（第２号）
介護保険特別会計（第１号）
後期高齢者医療特別会計（第１号）
水道事業会計（第１号）
下水道事業会計（第１号）

■賛否が分かれた議案	 〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席
（注）表中の〇及び×は、〇＝賛成討論、×＝反対討論をおこなっています。　　　　　　　

公明党 共産党 くみやま
みらい

ネクスト
くみやま

会派に
属さない議員

議案／議員 岩
田
　
芳
一

戸
川
　
和
子

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子

松
本
　
義
裕

林
　
　
吉
一

島
　
　
宏
樹

篠
田
　
久
和

内
田
　
孝
司

田
口
　
浩
嗣

芦
田
　
祐
介

松
尾
　
　
憲

樋
口
　
房
次

中
井
　
孝
紀

結
　
果

２年度
決算

一般会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 認定
国民健康保険特別会計（事業勘定） 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 認定
介護保険特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 認定
後期高齢者医療特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 認定
水道事業会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 認定

契約 中央公民館解体等工事請負契約の締結　★ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ※ 可決

条例

ふるさと応援基金の設置、管理及び処分に
関する条例一部改正 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 可決

手数料徴収条例一部改正 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 可決
久御山町立認定こども園条例一部改正 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 可決

請願 田井新荒見地内に放置されている産業廃棄
物の早期全量撤去を求める請願書 × × × × × × × × － × 〇 × × ※ 不採択

※中井議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。　★は８月特別会議で上程された議案
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【請願事項】
田井新荒見265番地５に放置さ

れている産業廃棄物の早期全量撤
去を求める。

当該地は、従前から悪臭・振
動・騒音・道路不法占有などの苦
情が町に多数寄せられていた。ま
た、当該事業者は大量の産廃を長
期間放置し、府からの全量撤去の
改善命令も履行していない。

【審査内容】
請願の対象が町行政および議会

の権限に属さない事項であるとと
もに、「どこに・何を求めるのか」
との具体的で明確な記載がないた
め、願意の妥当性に欠けており、
不採択とせざるを得ない。

請願採決後には、委員会として
早期全廃に関する要望書を町長に
提出することを決定した。

中
央
公
民
館
解
体
等
工
事
請
負
契
約
の
締
結　

討
論
（
要
旨
）

一
般
会
計
決
算　

討
論
（
要
旨
）

解
体
工
事
に
反
対
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
約
９
０
０
０
ト
ン
の

搬
出
に
か
か
る
経
路
の
検
討
が
不

十
分
で
あ
る
。
解
体
工
事
後
、
次

の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
建
設
に

は
ま
だ
時
間
が
あ
る
。
近
隣
住
民

へ
の
影
響
お
よ
び
町
道
の
状
況
な

ど
を
考
慮
し
、
疑
義
を
し
っ
か
り

検
証
し
て
、
十
分
納
得
す
る
も
の

に
し
て
か
ら
、
契
約
を
履
行
す
る

べ
き
で
あ
る
。

疑
義
を
し
っ
か
り
検
証

し
て
か
ら
履
行
す
べ
き

反
対
松
尾　

憲 

議
員

２
０
２
０
年
の
実
質
G
D
P
は
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
４
・
８
％
で
あ
っ
た
。

当
初
予
算
時
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
下
で
こ
そ
、
住
民
に
身
近
な
本
町
と

し
て
住
民
に
寄
り
添
い
、
暮
ら
し
・
営

業
を
守
る
行
政
を
お
こ
な
う
こ
と
を
指

摘
し
て
き
た
。

特
に
消
防
職
員
の
定
数
不
足
、
森
南

大
内
開
発
も
中
途
半
端
で
あ
る
の
に
進

め
た
新
市
街
地
開
発
計
画
、
佐
山
小
学

校
の
給
食
も
民
間
委
託
、
認
定
こ
ど
も

園
の
大
規
模
化
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。

森
南
大
内
も
中
途
半
端
、

新
市
街
地
開
発
は
認
め
ら
れ
な
い

反
対
巽　

悦
子 

議
員

解
体
工
事
に
は
賛
成
す
る
。

し
か
し
、
南
面
か
ら
の
搬
出
に

は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
安
全

対
策
は
お
こ
な
う
も
の
の
７
カ
月

間
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り
し
、
騒
音

や
振
動
が
発
生
す
る
。
近
隣
住
民

か
ら
家
屋
へ
の
影
響
と
し
て
事

前
・
事
後
の
調
査
を
求
め
る
声
も

あ
り
、
住
民
が
十
分
納
得
す
る
ま

で
、
搬
出
を
強
行
し
な
い
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

解
体
工
事
に
は
賛
成
だ
が
、

搬
出
を
強
行
し
な
い
こ
と

賛
成
中
野
ま
す
み 

議
員

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
過
去
に
例
の
な
い

厳
し
い
決
算
が
予
想
さ
れ
た
が
、
実
質

単
年
度
収
支
額
は
１
億
８
千
万
円
と
な

り
、
６
年
連
続
し
て
の
黒
字
と
な
っ
た
。

財
政
の
硬
直
化
か
ら
は
抜
け
出
せ
て

い
な
い
が
、
町
独
自
の
コ
ロ
ナ
支
援
策

に
も
取
り
組
ま
れ
、
将
来
を
見
据
え
た

事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

今
後
も
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
と

し
て
の
特
長
を
活
か
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
期
待
す
る
。

６
年
連
続
の
黒
字
だ
が
、

優
先
順
位
を
見
極
め
た
施
策
を

賛
成
島　

宏
樹 

議
員

◆請願は不採択◆
［請願第１号］
「田井新荒見地内に放置され
ている産業廃棄物の早期全量
撤去を求める請願」【賛成少数】
定例会６月会議で、民生教育
常任委員会に付託された請願は、
６月21日に審査が継続され、７
月29日にも再度審査をおこない
ました。
９月３日の本会議において委
員会での審査結果が報告され、
本会議で不採択となりました。

〈請 願 人〉　奥村　和大　氏
〈紹介議員〉　芦田　祐介議員

討論
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８議員が
登壇

定例会の映像配信
久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

一括
質問 議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。
一問
一答 一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。

こ
こ
が

き
た
い

聞

一
質
般
問

一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

林
はやし
　　吉

よし
一
かず
	議員 ①ひきこもり支援 一括

質問 P11

松
まつ
本
もと
　義
よし
裕
ひろ
	議員 ①「（仮称）歩くまちくみやま」推進事業 一問

一答 P12

芦
あし
田
だ
　祐
ゆう
介
すけ
	議員

①消防団員の活動実態
②スケートボード設備の建設
③学校図書館における「はだしのゲン」の取
り扱い＊

一問
一答 P13

岩
いわ
田
た
　芳
よし
一
かず
	議員 ①新型コロナウイルスのワクチン接種

②災害時における避難所運営等
一問
一答 P14

戸
と
川
がわ
　和
かず
子
こ
	議員

①妊産婦及び子育て支援
②行政手続きにおける押印廃止と書面主義の
見直し

一問
一答 P15

松
まつ
尾
お
　　憲

あきら
	議員

①新型コロナウイルス感染症の今日的課題
②北陸新幹線建設計画
③町域一級河川「古川」河川改修工事

一問
一答 P16

中
なか
野
の
ますみ	議員 ①新市街地整備事業 一問

一答 P17

巽
たつみ
　　悦

えつ
子
こ
	議員

①消防本部の広域化
②京都府営水道の広域化
③新型コロナウイルス感染拡大からいのちを
守る施策＊

一問
一答 P18

＊印の質問事項は紙面の都合上掲載しておりません。録画映像をご覧ください。

撮影日 令和元年６月11日
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ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
は
、
表

面
化
し
づ
ら
く
、
実
態
把
握
は
家
族
の

あ
り
よ
う
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
な
り
、

当
事
者
や
家
族
と
し
て
も
実
情
を
話
す

の
は
、
大
変
心
苦
し
い
も
の
で
あ
る
と

思
う
。

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
の
実
態

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
る
。

直
接
に
相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
別
の
相
談
と
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
、
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
方
の
背
景
に
ひ
き
こ
も
り
の
課

題
が
隠
れ
て
い
な
い
の
か
把
握
に
努
め
、

で
き
る
だ
け
相
談
者
と
の
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
ひ

き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
本
人
の
状
況
に

応
じ
た
社
会
参
加
へ
の
支
援
を
図
る
国

庫
補
助
事
業
で
あ
る
。

本
町
の
住
民
を
対
象
と
し
た
相
談
窓

口
で
あ
る
京
都
府
の
〝
脱
ひ
き
こ
も
り

支
援
セ
ン
タ
ー
〟
や
宇
治
市
木
幡
の

〝
ほ
っ
こ
り
ス
ペ
ー
ス
あ
い
〟
な
ど
と

も
協
働
し
て
、
支
援
や
相
談
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

本
町
の『
く
み
や
ま
福
祉
の
３
計
画
』

に
も
案
内
記
事
を
掲
載
し
、
概
要
版
を

全
戸
配
布
な
ど
周
知
に
努
め
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
を
は
じ
め
と
す
る
複
合

的
課
題
に
対
し
、
脱
ひ
き
こ
も
り
支
援

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
相
談
支
援
を
結
集
す
る
こ
と
で
、

当
事
者
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ
た
継

続
的
な
支
援
を
実
施
し
た
い
。

今
後
も
、
育
ち
ざ
か
り
の
子
ど
も
た

ち
や
そ
の
保
護
者
の
声
に
耳
を
傾
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
相
談
支
援
を
さ
ら
に
充

実
す
る
。

本
町
に
お
け
る
、
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
人
の
現
状
認
識
や
実
態
把
握
は
。

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
へ
の
支

援
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

未
活
用
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
後
の
活

用
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

相
談
を
受
け
た
場
合
の
取
り
組
み
状

況
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

林　　吉一 議員

QA
ひ
き
こ
も
り
相
談
を
受
け
た

場
合
の
取
り
組
み
状
況
は

課
題
が
隠
れ
て
い
な
い
か

把
握
に
努
め
る

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

市
町
村
に
お

い
て
、
相
談
窓

口
の
周
知
・
実

態
把
握
・
本
人

や
家
族
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
づ
く

り
・
ひ
き
こ
も

り
サ
ポ
ー
タ
ー

の
派
遣
な
ど
を

お
こ
な
う
事
業

で
あ
り
、
本
町

に
お
い
て
の
必

要
性
に
つ
い
て

は
、
検
討
を
進

め
た
い
。

厚
生
労
働
省
か
ら
、
各
自
治
体
に
ひ

き
こ
も
り
支
援
の
相
談
窓
口
設
置
を
要

請
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
早

急
に
対
応
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

※「くみやま福祉
の３計画」より
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ウオーキングに便利な
ガイドマップ

昨
年
９
月
か
ら
既
存
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
視
察
や
勉
強
会
な
ど
を
実
施

し
、
本
年
７
月
に
は
、
町
長
を
本
部
長

と
す
る
、
歩
く
ま
ち
く
み
や
ま
推
進
本

部
を
立
ち
上
げ
た
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
を
11
月
か
ら

利
用
開
始
で
き
る
よ
う
に
進
め
、
事
業

計
画
を
策
定
す
る
。

11
月
３
日
に
歩
く
ま
ち
宣
言
イ
ベ
ン

卜
を
開
催
し
、
来
年
２
月
頃
に
住
民
参

加
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
お
こ
な
う

予
定
。

来
年
度
に
は
、
住
民
参
加
型
の
歩
く

ま
ち
く
み
や
ま
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
た
い
。

歩
く
ま
ち
く
み
や
ま
推
進
協
議
会
に

お
い
て
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
。

毎
日
の
健
康
活
動
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
機
能
を
備
え
て
い
る
。
歩
い
た
歩
数

や
健
康
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
賞
品
に
応
募
で

き
る
。

健
康
診
断
な
ど
の
記
録
、
参
加
者
の

ラ
ン
キ
ン
グ
表
示
、
町
行
事
な
ど
の
お

知
ら
せ
機
能
、
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
な
ど

も
あ
り
、
登
録
者
の
歩
数
・
距
離
・
消

費
カ
ロ
リ
ー
な
ど
の
集
約
・
分
析
が
で

き
る
の
で
、
効
果
検
証
を
お
こ
な
い
、

今
後
の
事
業
や
健
康
・
介
護
予
防
対
策

の
参
考
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

本
事
業
に
よ
り
、
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
上
が
り
、
人
と
人
と
の
心
が

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
が
ア
ッ
プ
し

て
活
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
く
姿
。

そ
し
て
、
一
人
一
人
が
健
康
で
い
き

い
き
と
、
ど
の
世
代
の
方
も
き
ら
め
く

よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

コ
ー
ス
設
定
の
際
に
、
公
園
な
ど
の

公
共
ス
ペ
ー
ス
で
休
憩
可
能
な
場
所
を

選
び
、関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
、コ
ー

ス
の
点
検
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
安
全

に
歩
く
た
め
の
対
策
を
講
じ
た
い
。

歩
く
ま
ち
く
み
や
ま
推
進
事
業
に

お
け
る
進
捗
状
況
、
全
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

コ
ー
ス
を
新
た
に
設
定
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
住

民
と
一
緒
に
な
っ
て
作
る
こ
と
も
必
要

だ
が
。

歩
く
ま
ち
く
み
や
ま
推
進
事
業
に
お

け
る
最
終
的
な
成
果
を
ど
の
よ
う
な
点

に
求
め
る
の
か
。

11
月
か
ら
利
用
開
始
さ
れ
る
、
久
御

山
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ア

プ
リ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る

の
か
。

休
憩
用
の
ベ
ン
チ
や
四あ

ず
ま
や阿
な
ど
を
設

置
し
、
熱
中
症
対
策
な
ど
も
必
要
だ
と

思
う
が
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

QA
推
進
事
業
に
お
け
る
成
果
を

ど
の
点
に
求
め
る
の
か

ど
の
世
代
の
方
も
き
ら
め
く

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い

民
生
部
長

松本　義裕 議員

ウオーキングで親しまれている栄緑の回廊

町
　
長

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長
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芦田　祐介 議員

仕事と消防団との両立は負担が大きい

複
数
年
で
聞
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
調
べ
て
い
な
い
。
条
例
に
基
づ
き

年
額
報
酬
は
支
払
わ
れ
る
。

総
務
省
消
防
庁
長
官
か
ら
通
知
の
非

常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
に
よ

り
、
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
よ
う
な
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
。
本
人
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
の

で
、
入
団
意
思
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

周
辺
民
家
か
ら
距
離
が
あ
る
た
め
、

騒
音
問
題
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い

る
が
、
粒
度
の
細
か
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
で
音
が
出
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
。

近
隣
３
自
治
会
に
は
、
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
。
駐
車
場
敷
地
の
有
効
利

用
と
し
て
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

同
地
に
人
が
集
ま
る
こ
と
で
の
苦
情

は
聞
い
て
お
り
、
認
識
し
て
い
る
。

放
置
物
は
道
路
法
に
違
反
す
る
た
め

催
告
書
を
貼
り
、
持
ち
主
に
撤
去
を
指

導
し
て
い
る
。

１
、
２
年
全
く
消
防
団
活
動
が
な
い

人
は
存
在
す
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
団

員
に
も
年
額
報
酬
は
支
払
わ
れ
る
の
か
。

災
害
が
激
甚
化
す
る
中
、
消
防
団
員

の
労
苦
に
応
じ
た
報
酬
に
な
っ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
団
員
の
報
酬
を
引
き

上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

消
防
団
関
係
者
か
ら
「
う
ち
の
地
区

か
ら
欠
員
が
出
た
の
で
名
前
だ
け
貸
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
入
団
勧
誘
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

再
整
備
を
お
こ
な
う
中
央
公
園
に
新

設
す
る
駐
車
場
内
に
簡
易
な
ス
ケ
ボ
ー

設
備
を
整
備
す
る
と
聞
い
た
。

ス
ケ
ボ
ー
で
騒
音
が
発
生
す
る
が
、

対
策
は
。

近
隣
自
治
会
の
意
見
は
聞
い
て
い
る

の
か
。
住
宅
や
事
業
所
が
な
い
場
所
に

整
備
す
る
べ
き
で
は
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
（
以
下
「
ス
ケ

ボ
ー
」）
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
人
気
が
高
ま
っ
て

い
る
。

町
内
で
は
大
内
川
地
下
道
が
ス
ケ

ボ
ー
愛
好
者
の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い

る
。
通
行
す
る
の
が
怖
い
と
い
う
住
民

の
声
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。

同
地
に
は
、
ス
ケ
ボ
ー
備
品
な
ど
が

放
置
さ
れ
て
い
る
が
、
不
法
占
有
物
件

で
は
。
町
の
認
識
と
対
応
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

QA
消
防
団
員
の
報
酬
を
引
き

上
げ
る
べ
き
で
は

消
防
庁
通
知
の
基
準
に

基
づ
き
検
討
す
る

QA
大
内
川
地
下
道
の

放
置
物
は
違
法
で
は

催
告
書
を
貼
り
、
撤
去
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

消
防
次
長

消
防
次
長

消
防
次
長

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

大内川地下道の放置物（9月8日撤去）
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岩田　芳一 議員

集団接種会場の京都岡本記念病院

指定避難場所での簡易テント

８
月
末
現
在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
２
回
目
の
接
種
を
終
え
た
方
は
４

５
７
７
人
、
接
種
率
は
94
・
４
％
。

12
～
64
歳
の
方
は
、
１
回
目
の
接
種

率
は
43
・
２
％
、
２
回
目
の
接
種
率
は

25
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は
な
く
、

自
ら
の
判
断
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
を

前
提
に
、
啓
発
す
る
必
要
が
あ
る
。
住

民
に
、
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
発
信
に
努
め

て
い
く
。

戸
別
受
信
シ
ス
テ
ム
を
情
報
周
知
の

手
段
と
し
て
運
用
し
て
お
り
、
今
後
も

周
知
に
努
め
る
。

京
都
府
に
相
談
し
て
お
り
、
今
後
は
、

広
域
で
の
派
遣
が
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。

福
祉
避
難
所
３
カ
所
と
役
場
に
備
蓄

し
て
い
る
。
指
定
避
難
所
の
開
設
時
に
、

役
場
で
備
蓄
し
て
い
る
分
を
、
避
難
所

開
設
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
入
れ
て
持
っ
て
い
く
。

指
定
避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
方
の
中

に
、
障
害
が
あ
る
方
や
介
護
度
が
重
い

方
、
乳
幼
児
や
妊
産
婦
な
ど
で
、
よ
り

安
心
・
安
全
が
図
れ
る
と
判
断
し
た
場

合
に
、
福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
。

町
内
の
他
の
介
護
事
業
所
な
ど
と
も

介
護
支
援
な
ど
に
関
す
る
協
力
体
制
が

構
築
で
き
な
い
か
、
調
整
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
内
町
外
の
区
別
な
く
、
ほ
ぼ
接
種

を
済
ま
せ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
、

現
在
の
接
種
状
況
は
。

ネ
ッ
ト
上
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
っ
て
事
実
に
基
づ
か
な
い
副
反
応
が

あ
る
と
デ
マ
が
横
行
し
て
お
り
、
若
い

世
代
の
接
種
が
進
ま
な
い
原
因
の
一
つ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

正
し
い
効
果
、
正
し
い
情
報
を
発
信

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

災
害
時
に
お
け
る
聴
覚
障
害
者
へ
の

情
報
伝
達
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

京
都
府
と
連
携
し
て
広
域
的
な
手
話

通
訳
者
の
派
遣
を
検
討
し
て
は
。

液
体
ミ
ル
ク
は
、
指
定
避
難
所
の
防

災
備
蓄
品
に
常
備
し
て
い
な
い
の
か
。

町
職
員
の
接
種
は
、
ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
。

避
難
所
に
つ
い
て
は
、
指
定
避
難
所

は
７
カ
所
、
福
祉
避
難
所
は
４
カ
所
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
態
勢

を
考
え
て
い
る
の
か
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

QA
若
い
世
代
に
接
種
の
正
し
い

情
報
を
発
信
す
べ
き
で
は

安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く

QA
避
難
所
へ
の
手
話
通
訳
者
の

派
遣
を
検
討
し
て
は

今
後
は
広
域
で
の
派
遣
が

必
要
と
考
え
て
い
る

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長

民
生
部
長

総
務
課
長

総
務
部
長

総
務
課
長

総
務
課
長
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戸川　和子 議員

ママになるあなたへ　母子健康手帳とファイル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
対
策
と
し
て
、
妊
婦
の
方
が
妊
娠
、

出
産
に
関
わ
る
健
診
や
治
療
、
入
退
院

な
ど
の
目
的
に
よ
り
、
医
療
機
関
を
訪

れ
る
時
に
、
バ
ス
や
電
車
な
ど
を
利
用

す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
移
動
で
き
る

よ
う
、
タ
ク
シ
ー
代
の
一
部
助
成
を
す

る
。

少
子
化
対
策
の
側
面
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

助
成
金
額
は
、
１
日
当
た
り
上
限
額

３
千
円
ま
で
と
し
、
利
用
回
数
は
10
回

ま
で
、
１
回
の
妊
娠
に
つ
き
上
限
額
３

万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

政
府
は
押
印
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
通
知
し
て
い

る
。内

閣
府
が
発
出
し
て
い
る
押
印
見
直

し
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、
鋭
意
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

産
後
の
育
児
支
援
の
充
実
を
目
指
し
、

来
年
度
か
ら
新
た
な
産
後
ケ
ア
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
産
後
う
つ
に
な
り
や

す
い
産
後
１
年
未
満
の
産
婦
に
対
し
て

宿
泊
や
通
所
、
自
宅
へ
の
訪
問
で
直
接

的
な
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
に
つ
い
て
の

相
談
指
導
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

産
婦
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
寄
り
添
い
型
の
支
援
を
提
供
し
て
い

く
。ま

た
、
産
後
ケ
ア
事
業
利
用
者
の
負

担
軽
減
策
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
全
国
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
考
え
て
い
く
。

出
生
率
が
減
少
し
て
い
る
。
９
月
補

正
予
算
で
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
妊
産

婦
健
診
時
の
タ
ク
シ
ー
代
補
助
を
計
上

さ
れ
た
が
、
内
容
は
。

一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
必
要
で
は
。

出
産
後
の
女
性
の
心
身
の
回
復
は
も

ち
ろ
ん
、
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
お

こ
な
い
、
産
後
の
生
活
を
支
援
す
る
産

後
ケ
ア
事
業
が
あ
る
が
、
今
後
も
っ
と

出
産
育
児
一
時
金
42
万
円
に
本
町
独

自
の
上
乗
せ
助
成
の
考
え
は
。

本
町
に
は
産
婦
人
科
が
な
い
の
で
、

近
隣
の
宇
治
市
や
八
幡
市
、
京
都
市
な

ど
に
行
か
れ
る
方
が
多
く
、
交
通
費
が

大
変
だ
と
聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ
て
も
引
き
続
き

タ
ク
シ
ー
代
助
成
の
考
え
は
。

中
央
省
庁
の
行
政
手
続
き
の
押
印
廃

止
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
行
政
改
革

担
当
大
臣
は
、
約
１
万
５
千
の
手
続
き

の
う
ち
、
99
・
２
４
７
％
で
押
印
を
廃

止
で
き
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

押
印
存
続
す
る
も
の
は
、
印
鑑
登
録

さ
れ
た
も
の
や
銀
行
届
出
印
な
ど
が
あ

る
と
説
明
し
た
が
、
押
印
廃
止
の
流
れ

が
加
速
化
し
て
い
る
。

押
印
廃
止
の
考
え
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

QA
妊
産
婦
健
診
時
の
タ
ク

シ
ー
代
補
助
内
容
は

１
回
の
妊
娠
に
つ
き

上
限
額
３
万
円

民
生
部
長

民
生
部
長

行
財
政
課
長

国
保
健
康
課
長

町
　
長

QA
行
政
手
続
き

押
印
廃
止
の
考
え
は

押
印
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
り
現
在
進
め
て
い
る



くみやま　議会だより　No.164（16）

松尾　　憲 議員

支援物資

古川と名木川の合流地点

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情

報
発
信
に
努
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧

奨
し
て
い
く
。

感
染
者
の
詳
細
情
報
把
握
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
食
料
支
援
な
ど
は
府
が

分
担
し
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
感
染

町
域
内
工
事
は
完
了
し
て
い
る
。
合

流
部
分
は
佐
山
排
水
機
場
の
近
く
で
も

あ
り
、
常
に
見
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

府
へ
し
っ
か
り
要
望
し
て
い
く
。

ル
ー
ト
の
想
定
も
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
も
あ
わ

せ
検
討
し
て
い
く
。

南
部
12
市
町
村
と
と
も
に
参
画
し
て

い
る
。
本
計
画
は
、
関
西
全
体
お
よ
び

京
都
府
南
部
の
地
域
振
興
を
図
る
上
で
、

大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
い

る
。鉄

道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
が
、
町
を
通
じ
各
自
治
会
長
と
も
調

整
し
、
住
民
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

８
月
に
入
り
町
内
感
染
者
が
急
増
、

１
カ
月
で
１
１
０
人
に
、
ま
た
20
代
以

下
が
半
数
を
超
え
て
い
る
。
若
者
世
代

で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
へ
の
懸
念

な
ど
、
正
し
い
情
報
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
若
い
人
た
ち
の
情
報

ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
も
っ
と
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

北
陸
新
幹
線
京
都
府
南
部
ル
ー
ト
誘

致
促
進
同
盟
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
が
、

ル
ー
ト
も
含
め
本
町
の
認
識
は
。

急
増
す
る
自
宅
療
養
者
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
食
料
や
買

物
支
援
な
ど
が
必
要
と
思
う
が
、
住
民

に
寄
り
添
う
自
治
体
と
し
て
ど
う
か
。

古
川
改
修
工
事
終
了
で
流
量
１
９
０

ト
ン
。
川
底
の
土
砂
の
堆
積
が
、
名
木

川
と
の
合
流
地
点
付
近
で
特
に
ひ
ど
い

が
、
工
事
は
こ
れ
で
終
了
か
。

環
境
影
響
評
価
も
含
め
、
こ
の
地
域

を
南
北
に
縦
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

本
町
の
住
環
境
や
、
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
思
う
が
、

見
解
は
。

本
年
２
月
よ
り
本
町
内
で
も
、
環
境

影
響
評
価
調
査
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
住
民
へ
の
説
明
周
知
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

QA
急
増
す
る

自
宅
療
養
者
へ
の
支
援
を

食
料
支
援
な
ど
は
府
が

町
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進

QA
北
陸
新
幹
線
計
画

町
の
認
識
は

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
も

あ
わ
せ
検
討
す
る

QA
古
川
改
修
工
事
は
終
了
か

町
域
で
は
完
了
し
て
い
る

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長

民
生
部
長

行
財
政
課
長

行
財
政
課
長

環
境
保
全
課
長

都
市
整
備
課
長

予
防
の
徹
底
啓

発
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
早
急
に

推
し
進
め
る
こ

と
が
役
割
と
考

え
て
い
る
。
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現在駐車場用地となっている森南大内

道
路
の
整
備
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
成
果
が
出
て
い
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業
で
一
定
の
完
了

を
み
て
い
る
。
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ

い
て
は
、
公
共
交
通
の
機
能
に
合
う
重

要
な
施
設
と
し
て
、
土
地
利
用
は
進
ん

で
い
る
。

本
町
の
第
５
次
総
合
計
画
お
よ
び
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
た
事
業
で
、

健
全
な
行
財
政
運
営
で
あ
る
。

住
街
区
に
お
け
る
住
宅
整
備
で
は
職

住
近
接
が
実
現
で
き
、
定
住
人
口
の
増

加
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
・

活
性
化
な
ど
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

一
体
的
に
実
施
す
る
み
な
く
る
タ
ウ

ン
内
の
基
幹
道
路
と
市
田
地
区
内
の
生

活
道
路
の
設
置
は
、
国
庫
補
助
の
適
用

を
受
け
、
市
田
地
区
内
の
交
通
安
全
対

策
と
東
西
道
路
の
渋
滞
緩
和
と
し
て
の

道
路
整
備
で
あ
る
。

農
地
は
減
少
す
る
が
、
農
業
と
連
携

す
る
企
業
進
出
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

農
業
振
興
と
調
和
し
た
整
備
と
考
え
て

い
る
。

第
１
期
整
備
地
区
は
、
地
権
者
と
本

町
と
が
連
携
し
て
具
体
的
に
進
め
て
い

る
。地

権
者
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
務
局
を
本
町

が
担
っ
て
い
る
。

組
合
施
行
の
事
業
は
、
町
と
し
て
止

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
は
理
解
す
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
失
敗
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
総
合
計
画
で
定
め

た
こ
と
を
実
行
し
て
い
く
。

森
南
大
内
の
開
発
は
、
全
体
事
業
費

12
億
２
６
０
０
万
円
も
の
税
金
に
相
応

す
る
成
果
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

森
南
大
内
が
中
途
半
端
な
状
態
で
、

次
に
着
手
す
る
と
い
う
無
展
望
な
こ
と

を
す
る
の
か
。

な
ぜ
土
地
利
用
が
進
ま
な
い
の
か
。

平
成
20
年
度
末
の
工
事
完
了
以
降
か
ら

町
と
し
て
関
わ
っ
て
き
て
い
る
。
十
分

開
発
で
、
農
地
が
減
る
こ
と
に
つ
い

て
は
。

森
南
大
内
の
事
業
費
返
済
は
、
あ
と

４
年
あ
る
。「
総
合
計
画
だ
か
ら
実
行

す
る
」
で
は
住
民
は
納
得
し
な
い
。

開
発
予
算
も
答
え
ら
れ
な
い
な
ら
、

計
画
の
前
提
は
な
い
。
直
ち
に
計
画
は

止
め
る
べ
き
で
は
。

商
売
を
し
て
い
る
方
か
ら
「
ぎ
り
ぎ

り
の
お
金
で
商
売
を
し
て
い
る
。
繁
盛

し
な
か
っ
た
ら
こ
っ
ち
で
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
を
考
え
る
」
と
の
声
が
あ

る
。な

ぜ
、
新
市
街
地
に
移
る
の
か
。

な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の

責
任
は
感
じ
て
い
る
の
か
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

QA
新
市
街
地
計
画
直
ち
に

や
め
る
べ
き
で
は

組
合
施
行
事
業
は
町
が

止
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

事
業
建
設
部
担
当
部
長

事
業
建
設
部
参
事

事
業
建
設
部
参
事

事
業
建
設
部
参
事

事
業
建
設
部
担
当
部
長

新
市
街
地
整
備
室
長
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本町消防署指令センター

次
回
の
京
都
府
の
検
討
部
会
に
お
い

て
内
容
が
公
表
さ
れ
る
の
で
、
差
し
控

え
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
回
答
を
述
べ
る
。

本
町
で
は
、業
務
の
効
率
化
、軽
量
化
、

コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
、
浄
水
場

の
管
理
業
務
・
水
質
検
査
業
務
・
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
な
ど
一
部
民
間
企
業
に

委
託
し
て
い
る
。

経
費
削
減
に
つ
な
が
る
業
務
は
、
民

間
委
託
を
進
め
た
い
。

府
営
水
道
の
建
設
負
担
料
金
と
水
道

使
用
料
金
が
本
町
計
画
よ
り
高
か
っ
た
。

令
和
７
年
度
予
定
の
料
金
改
定
に
影
響

す
る
。

浄
水
場
の
職
員
の
技
術
の
減
少
な
ど

を
主
な
課
題
と
し
て
回
答
し
た
。

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
に
相
談

し
、
議
会
に
も
報
告
す
る
。

基
本
設
計
な
ど
が
あ
り
共
同
化
に
向

け
、
各
市
町
村
が
判
断
さ
れ
動
い
て
い

く
と
思
う
。
令
和
7
年
度
ま
で
に
そ
の

方
向
性
を
ま
と
め
る
。

京
都
府
全
域
と
は
、
京
都
市
南
部
地

域
と
北
部
地
域
と
の
一
体
的
運
用
が
で

き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。

国
の
動
き
な
ど
を
踏
ま
え
、
府
内
の

消
防
本
部
と
連
携
・
協
力
、
消
防
広
域

化
を
推
進
す
る
た
め
の
改
定
。
隣
接
地

域
へ
の
出
動
が
早
く
な
る
な
ど
、
市
町

村
へ
の
応
援
が
で
き
る
。

本
町
は
、
特
定
小
規
模
消
防
本
部
に

な
る
。
最
終
決
定
は
自
治
体
の
判
断
と

考
え
て
い
る
。

本
町
「
水
道
経
営
戦
略
」
は
、
人
材

確
保
や
今
後
の
施
設
の
統
廃
合
な
ど
も

明
記
し
て
い
る
。

先
の
６
月
会
議
で
回
答
さ
れ
な
か
っ

た
部
分
の
答
弁
を
。

令
和
２
年
か
ら
令
和
４
年
の
半
ば
に

か
け
、
府
営
水
道
広
域
化
の
合
意
形
成

が
お
こ
な
わ
れ
る
。

議
会
や
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会

で
検
討
さ
れ
た
結
果
を
表
明
す
る
の
か
。

京
都
府
の
検
討
部
会
に
は
言
え
る
こ

と
が
、
本
町
の
住
民
や
上
下
水
道
経
営

審
議
会
に
も
相
談
し
て
い
な
い
の
は
、

住
民
無
視
と
し
か
言
え
な
い
。
ど
う
し

て
答
え
ら
れ
な
い
の
か
。

令
和
７
年
度
ま
で
の
優
先
的
事
項
と

し
て
、
京
都
市
と
京
都
南
部
と
の
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
の
検
討
。

さ
ら
に
、
令
和
12
年
度
ま
で
の
長
期

目
標
で
は
、
京
都
府
全
域
で
の
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
と
あ
る
が
。

「
京
都
府
消
防
体
制
整
備
推
進
計
画
」

の
改
定
は
、
な
ぜ
必
要
か
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用
で

は
、
何
が
変
わ
る
の
か
。

改
定
で
は
、
広
域
化
重
点
地
域
の
指

定
は
特
定
小
規
模
消
防
本
部
を
中
心
に

お
こ
な
う
。
本
町
は
、
そ
れ
に
該
当
す

る
の
で
は
。

消
防
組
織
法
第
36
条
、
第
37
条
、
第

38
条
に
よ
り
、
最
終
決
定
は
各
自
治
体

で
判
断
と
い
う
こ
と
か
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

QA
水
道
広
域
化
に
つ
い
て
審
議

結
果
を
表
明
す
べ
き
で
は

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
に

相
談
し
、
議
会
に
も
報
告
す
る

QA
消
防
広
域
化
の
最
終
決
定
は

自
治
体
で
判
断
と
い
う
こ
と
か

最
終
決
定
は
自
治
体
の

判
断
と
考
え
て
い
る

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

消
防
次
長

消
防
次
長

消
防
次
長
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前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
議

会
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
『
議
会
だ
よ

り
』
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

読
み
や
す
い
・
内
容
が
分
か
る

た
め
の
改
善
点
も
多
々
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。

今
号
は
、
指
摘
な
ど
も
ふ
ま
え

て
編
集
し
ま
し
た
。
読
み
や
す
く

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

巽　

悦
子

編
集
後
記

委 員 長 松尾　　憲
副委員長 巽　　悦子
委　　員 篠田　久和
 松本　義裕
 林　　吉一
 樋口　房次
 岩田　芳一
オブザーバー 中井　孝紀
　 （議長）

町議会災害
対 策 会 議

新型コロナウイルス感染症対策
議会からの緊急要望その後

◆
お
詫
び
と
訂
正

前
号
に
掲
載
し
た
P
８
監
査
委
員
の

選
任
同
意
（
内
田
孝
司
氏
を
選
任
）
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

【
正
】
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

【
誤
】
全
員
賛
成
の
議
案

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

どうなった
?

町議会はコロナ対策として「緊急要望」（既報）を７月１日に町長に提出しました。
議会緊急要望に対する対応状況について、９月15日現在の回答がありました。
今後も要望実現へ向け取り組んでいきます。

要望内容 回答内容

水道基本料金の減免継続 → 令和２・３年度に各年度４カ月分減免実施
さらに、生活困窮者へは令和３年度４カ月分追加

学生や子育て世代への支援策 → 生理用品の無料配布を実施
厳しい零細企業への支援 → バス・タクシーなど公共交通事業者に財政支援
ワクチンバンクの設置 → 在住・在勤者対象のワクチンバンク運用開始
コロナ対策「総合相談窓口」設置 → 各課の窓口連携強化で対応
ワクチン接種は努力義務であることを周知 → 広報くみやま（８月１日号）で啓発

感染者への支援策と各教育現場での対応 →
学校等で感染者への偏見・差別がないように周知・指導
委託による学校内消毒
接種会場での人員は、一部委託し町職員負担を軽減

子育て支援としてプレミアム商品券支給 → 妊産婦健診等タクシー利用支援事業を実施
高齢者対策－ラジオ体操等実施への支援 → ４地域で実施、備品等の補助制度創設

議会モニター
アンケート
（ご意見の一部抜粋）

前号でお知らせしました、７名の議会モニターの皆さ
んから、№163号へのご意見が寄せられました。
良かった点、もう一つ分かりづらい、こんな改善は、

など貴重な指摘を、これからの紙面作成に活かしていき
ます。ありがとうございました。

一般質問
・各議員の問題意識が分かる
・生活に直結する話題に興味が
ある

・紋切型の文言に違和感がある
・QRコードで誘導を

補正予算・会議報告
・補正予算をもう少し詳しく
・シンプルにまとまっている
・委員会質疑内容を詳しく
・脚注説明はありがたい

紙面構成
・暖かい色使いで見やすくて良い
・表紙写真が良い

委員会より
QRコード活用や文言統一な
ど次号から取り入れます
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久御山町議会 検索

今
年
８
月
開
催
の
第
29
回
全
国
中
学

校
空
手
道
選
手
権
大
会
・
男
子
団
体
形か

た

で
、
大
阪
学
芸
高
校
附
属
中
学
校
が
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン

バ
ー
の
一
人
が
2
年
生
の
田
井
滉
泰
さ

ん
。道

場
の
総
師
範
や
現
コ
ー
チ
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
い
ま
も
楽
し
く

空
手
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

演
武
会
で
み
た
空
手
「
形か

た
」

空
手
の
形
を
習
い
始
め
た
４
歳
の
頃

は
泣
き
じ
ゃ
く
る
毎
日
で
し
た
。

し
か
し
、
空
手
道
場

総
師
範
の
優
し
さ
あ
ふ

れ
る
指
導
で
開
花
。

空
手
「
形
」
に
出
会

う
き
っ
か
け
は
、
格
闘

技
好
き
の
母
親
に
誘
わ

れ
、
心
華
館
の
演
武
会

で
見
た
空
手
の
形
で
し

た
。「

感
じ
た
こ
と
は
ま
っ

す
ぐ
表
現
し
た
い
」
滉

泰
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
、

見
せ
た
い
演
武
で
し
た
。

個
性
豊
か
な
指
導
者
に
恵
ま
れ
、
今
も
…

演
武
会
で
の
空
手
の
形
を
見
た
後
、

す
ぐ
に
「
習
い
た
い
！
」
と
母
親
に
伝

え
た
時
か
ら
、
練
習
後
に
は
、
道
場
で

の
師
範
の
指
導
や
独
学
で
得
た
知
識
を

も
つ
母
親
と
の
「
反
省
会
」
を
も
ち
、

次
回
の
練
習
に
活
か
し
て
き
ま
し
た
。

個
性
豊
か
な
指
導
者
に
恵
ま
れ
た
こ

と
で
、
今
も
空
手
「
形
」
の
練
習
に
励

み
、
数
々
の
競
技
で
は
小
学
４
年
生
か

ら
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

仮
想
の
敵
を
相
手
に
攻
撃
と
防
御
を

一
連
の
流
れ
と
し
て
組
み
合
わ
せ
た
演

武
で
、
技
の
正
確
さ
・
力
強
さ
な
ど
を

競
う
空
手
の
「
形
」
は
、
今
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
新
競
技
に
も
な
り
ま

し
た
。

「
形
」
の
個
人
の
最
高
位
は
、
一
人

だ
け
。
小
学
５
年
生
で
全
国
制
覇
を
し

て
い
る
滉
泰
さ
ん
。
目
標
は
、
次
の
全

国
中
学
生
選
抜
大
会
で
の
優
勝
で
す
。

「
形
を
見
せ
、
表
彰
台
に
立
ち
た
い
！
」

挑
戦
は
さ
ら
に
続
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

全
国
中
学
生
選
抜
大
会
で
優
勝
し
た
い
！

このまち
このひと
このまち
このひと
No.32No.32

田
た

井
い

 滉
こう

泰
だい

さん
大阪学芸高校附属中学 2 年生

東角小学校卒（佐古在住）

表
紙
の
「
く
み
や
ま
」を
書
い

た
の
は
荒あ

ら
巻ま

き
日ひ

よ
り和

さ
ん
で
す
。

久御山中学校３年生
荒巻　日和さん

剣
道
一
筋
の
中
学
校
生
活
。
そ

の
魅
力
は
一
対
一
、
己
の
心
に
任

せ
た
勝
負
で
あ
る
と
こ
ろ
。

父
や
姉
に
続
け
！
と
始
め
た
剣

道
で
す
が
、
久
御
山
中
学
校
に
き

て
、「
こ
こ
が
違
う
」
と
感
じ
ま

し
た
。
特
に
チ
ー
ム
の
「
和
」
は

新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
全
国
を
目

指
す
仲
間
が
い
る
、
練
習
も
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
男
女
一
緒
で
す
。

女
子
の
特
性
は
柔
ら
か
さ
で
す

が
、
男
子
の
切
れ
の
良
さ
を
会
得
。

そ
こ
が
我
が
チ
ー
ム
の
魅
力
で
あ

り
、
強
さ
の
秘
訣
で
す
。

次
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
、

頑
張
り
ま
す
。


